
 
 

六甲山の植生の様相を知った 

 六甲山は炭や建材による伐採など、人の手が入
った山で、特にブナは樹の根際から複数の幹が出
る「株立ち」が多く見られるそうです。これまで
管理していたところが放置されて、植生や種多様
性などの問題が起きていることを知りました。 
質疑応答では、六甲山で実際に自然保全に取り

組む人たちの具体的な意見も出て充実しまた。そ
の他、今後の森林管理についても話しました。 

手を入れた以上は管理し続ける  
 今回のお話で、六甲山の自然は放置できない状
況であることがわかりました。これまでの自然の
変遷を理解し、植生を維持することの課題や管理
の必要性を認識できました。次世代に残すために
も私たちは何ができるのかを考えてみたいです。 

※詳しくは、１．２ページをお読みください。 
 
 

六甲山の現状植生だけでな 
く、１００年前のはげ山から 
スタートした植生の経過につ 
いて、写真等を交えながら説 
明して頂きました。また、人 
の手が入らなくなったことで 
淘汰されつつある種を、どの 
ように保全していくのかという、今後の森林の管理
のあり方など興味深く聞かせて頂きました。 
里見ホールの暖炉の暖かさと薪の燃える良い香り

がとても心地良い、普段とはひと味違った講義も魅
力のひとつでした。 

 
 

主催：六甲山自然保護センターを活用する会 
協力：兵庫県立人と自然の博物館 
後援：兵庫県神戸県民局 灘区役所 神戸市教育委員会 

冬本番を実感！  
今年最初に登った六甲山は美しい雪景色でし

た。気温マイナス１度の寒さにも負けず、ノース
ロードから記念碑台まで散策路を清掃しました。
お昼にＹＭＣＡへ戻って、熱々の鍋焼きうどんと
天ぷらをいただいて心身共に温もりました。 

午後は２１名の熱心な参加者が揃いました。新
しい顔ぶれもあり、和やかに講演が始まりました。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

六甲山の植生のオーソリティー 

 武田義明さんは、六甲山の植生について３０年
以上も調査研究を続けられています。その他ご自
宅近くの里山である吹田紫金山の環境保全活動に
も取り組まれているそうです。  
 講演では、明治以降の六甲山の植林や自然回復
の変遷、ブナやシイなどの現存する植物群落を垂
直分布の階層に分けて、わかりやすく解説いただ
きました。また、深い知識と経験に裏付けられた
内容は大変興味深く、植生調査研究の重みを感じ
ました。 

六甲山魅力再発見市民セミナー 

六甲山自然保護センターの活用や六甲山上での各種の催しを案内し、市民の

交流を図るコーナーです。情報の交換や催し物にこぞってご参加ください。 

六甲山の広場 六甲山の広場 Vol.34 
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大盛況！「六甲山の冬をあそぼう」 

平成１８年１月２２日に「六甲山の冬をあそ
ぼう」を開催しました。子供と大人総勢６９名
が神戸市立六甲山小学校に集まりました。昨年
同様、元気いっぱい六甲山の冬を満喫しました。
参加者の皆さんをはじめ、ご協力いただきまし
たご関係者・スタッフの方々に改めて御礼申し
上げます。 
  

 伝 言 板 ニュース 

六甲山自然保護センターを活用する会の活動 
市民セミナーの開催日変更により報告書

発行が遅れました。お詫びします。 

次年度の市民セミナーの企画が順調に進
んでいます。４年目もバラエティに富んだ内
容と講師をご案内できそうです。 

◆平成１８年１月以降の活動・予定 

・ 1/13：「昭和初期の六甲山を探る」会合 
・ 1/17：活用する会幹事会 
・ 1/17：「六甲山の冬をあそぼう」実行委員会  
・ 1/22：「六甲山の冬をあそぼう」 
・ 1/28：第３４回市民セミナー 
・ 1/29：大阪ガス助成金審査会 

・ 2/ 1：自然保護センター運営検討委員会 
・ 2/11：ひとはく地域研究員・連携グループ 

発表・交流会 
・ 2/18：第３５回市民セミナー 
・ 2/18：神戸地域夢会議 

六甲山の魅力発信ＰＲビデオ 

神戸県民局では、六甲山の歴史や自然などの魅力
を紹介するＰＲビデオ（長編および短編７編）を制
作中で、まもなく完成予定。これらのビデオは、六
甲山自然保護センターまたはガイドハウスで視聴
できるそうです。 

市民セミナーVol.34 

六甲山の植生/武田 義明  
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                第３４回テーマ： 
                   六甲山の植生 
               講演内容 

①六甲山の植生の由来 

                ②六甲山の主な 

現存植生と植物 

③種多様性と森林管理 

 

                  実施日：平成１８年１月２８日（土）

                      午後１時 ～ ３時３０分 
                      場 所：六甲山ＹＭＣＡ 里見ホール 

参加の感想 小野 涼子さん

講師：武田
た け だ

 義
よし

明
あき

さん 
プロフィール 
１９４８年生まれ。１９７１
年３月神戸大学農学部卒業。
１９７２年２月神戸大学教
育学部文部技官。１９９５年
１２月神戸大学発達科学部
助教授。２００５年１０月神
戸大学発達科学部教授。

平成１７年度下期の市民セミナー（通算回数） 
回 月日 テーマ スピーカー 

31 10/15 六甲山開発史 
森地 一夫 
ボーイスカウト 西宮地区役員 

32 11/19 
六甲山で俳句をつく
ろう 

半田 陽生 
九年母俳句会 

33 12/10 
六甲山での野生動物
との共存を考える 

坂田 宏志 
県立人と自然の博物館 主任研究員

34 1/28 六甲山の植生 
武田 義明 
神戸大学 発達科学部 

    人間環境科学科 教授 

35 2/18 
六甲山における 

野外教育 
池田 勝一 
六甲山ＹＭＣＡ 所長 

36 3/18 六甲山を楽しもう 
桑田  結 
ブナを植える会 会長 

【助成金をいただいている機関】 
（財）大阪コミュニティ財団（東洋ゴムグループ環境

保護基金）、（財）ひょうご環境創造協会、コープこう

べ環境基金、灘区役所「地域力を高める」事業助成 

六甲山の植生の由来を知る  

 六甲山ＹＭＣＡは、戦後早 
々、日本初の青少年教育キャ 
ンプ場を創設し、以来、六甲 
山における代表的な野外活動 
の拠点として充実しています。 
所長の池田勝一さんより、六 
甲山の自然を活かした魅力あ 
る野外教育をご紹介いただき 
ます。お申し込みは事務局へ。 

２月のセミナーは「六甲山における野外教育」

散策路の点検と整備について検討 

池田 勝一さん

新規会員募集と会員更新のご案内 

 当会では、六甲山系の自然環境や生活文化に関
わる活動や交流を進めています。現在の会員数は８
９名、今年度１００名を目指しています。 
新規会員募集：年度会費：２０００円／１口 

（入会金不要）詳細は事務局まで 

※会員の皆様へ 
会員更新のご案内をお送りします。（発送は２月下
旬）更新手続きをよろしくお願いいたします。 

大きな霜柱に感動 

今年も池の氷上で遊びました 

お
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